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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・田中　秀昌様～11月29日川端先生診察の結果、下腿浮腫（右＜左）が左下肢に限局した血行障害によるものか・全身性によるものかは不明との事です。次回問診時（12月

　　　　　　　　5日）まで体重測定・血圧3検の指示です。体重は（8時・11時・16時）血圧は各勤務帯に1回測定するようにして下さい。

・大下　良悦様～療養環境変更のため、本日、東病棟Aユニットから西病棟Bユニットへ移動となっています。

· 平野　正人様～入院時よりCRP高値のため、髄膜炎の可能性も少なからず考えられるとのこ　　

とで入院継続の必要性の説明の為、本日15:30御家族と面談の予定となっています。

・佐藤　節子様～11月30日付けで措置入院から医療保護入院へ変更となっています。保護者は市長です。主治医より説明があるまでは、本人様には伝えないようにして下さい。

・玉井 クニ子様～11月29日、小坂先生より診察して頂いています。現段階では、付着程度

の出血の為、経過観察との事です。今後も、出血の程度・バイタルサインの状　　

態等を観察していきましょう。

・院長先生の携帯メールアドレスは、病棟日誌の緊急連絡網に記載されているとの事です。病棟
のWIZからは、「東病棟」からのメールになります。

＜新入院・要注目患者様について＞

· 立花　法子様～（40）主病名：アルコール依存症　合併症　：アルコール性肝炎

　　　　　　　　　主治医：院長先生　担当SW：柳澤

　　　　　　　　　初飲は、大学入学直後で飲酒量は多かった。普段からジンやウオッカを原液

　　　　　　　　　で飲んでいたこともあり、10年前には酩酊状態となり救急搬送された既往も


ある。平成17年3月には、アルコール性肝炎で東京医療センターに入院し

　　　　　　　　　10日程で退院となるが、すぐに一ヶ月後より飲酒を再開。平成17年11月25

　　　　　　　　　早朝泥酔し、道路に寝ていた所を警察に通報され八戸日赤病院へ入院するがすぐに退院。11月28日、当院受診され入院となる。

　　　　　　　　　入院時より、軽度の手指の振戦等の離脱症状はあるが食事も摂取されており吐き気等の訴えも聞かれない。昨日より、アルコールプログラムも開始されています。理解度等を観察し、意欲的に取り組んでいけるよう進めていきましょう。

· 松橋　ヨシ様～昨日の夕食は、「食べたくないの」と拒否されており不食されています。果物

　　　　　　　　　乳製品が好まれているようです。面会時家族へ依頼し差し入れしていただいて下さい。また、本日の昼食は主食・副食共に半分程度摂取できていま

　　　　　　　　　す。拒否があった場合は、理由などを傾聴し無理には進めず時間をあけて試みる様にしていきましょう。

・東海林　康之様～近頃、深夜帯での失禁がみられています。又、時折空笑・小走りに走るなど

　　　　　　　　　気分の高揚さが徐々に伺われています。引き続き精神状態の観察を行い、睡眠・日課に支障がある場合は主治医へ情報提供していきます。

・平野　正人様～夜間睡眠時、高鼾が聞かれています。夜間の睡眠時の観察等（いびき　

　　　　　　　　無呼吸の有無）の観察を行い記録していきましょう。

＜隔離室使用患者様について＞

・畑中　成夫様～終日隔離経過中です。昨日は、入浴の際、「人や物に辺りそう」と話されていますが入浴含め４０分程度退室されていますが衝動行為等はありません。

自身の状態を伝えることができている時は、評価し調子が悪いと話されている場合は、時間をあけての退室を促していきまし

　　　　　　　　ょう。

・野沢　英貴様～昨日深夜帯で中途覚醒あり、「パンが食べたい、髪が切りたい」と話されている

ことがありました。夜間の睡眠状態について観察し、詳細に記載していきまし

ょう。

＜B・D ユニットケースカンファ＞

・黒澤　重子様～本日朝食後服用の際、口腔に薬を含ませますがすぐに服用せずにいます。内服の際

は舌下はもちろんですが、コップの中に入っていないかなどを与薬マニュアルを確認

　　　　　　　　　　　し、確実の与薬につとめましょう。

           ※与薬マニュアルの読み合わせを行なっています。













